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検体採取方法に関するご案内 
 

 

 

 

謹啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、平素はひとかたならぬお引き立てを賜り、厚く

お礼申し上げます。 

さて、先般ご案内いたしました「HPV-DNA ハイリスク型 HC」の採取容器（HP）につきまして、検体

採取方法に関する追記事項がございますのでご案内申し上げます。 

今後とも変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。 

謹白 
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《検体採取方法について》     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 専用の子宮頸部検体採取用ブラシ（HPVサンプラー）のブラシ部を子宮頸管に1～1.5 cm位挿し、 3 回、 

反時計回りに回転させ擦過物を採取します。 

② ブラシを付属の検体輸送液の入ったチューブに入れ、折れ目部分でブラシの軸を折ります。  

③ ブラシが入った状態でキャップを閉めてください（冷蔵保存）。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

① 子宮頸管部 ②

切れ目

③

キャップ
を閉める




